
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和５年６月１６日（金）９：５０～１６：１５ 

○会  場：新地町立新地小学校（福島県相馬郡新地町谷地小屋字愛宕１） 

○参加者：養護教諭２名 

○内 容：講話「学校経営の概要」  講義「保健室経営の実際（健康観察・健康相談・保健指導）」 

授業参観「せいけつなからだ」  協議「授業参観事後研究および職務上の諸問題」 

 
 
 
 

○  教師の役割は子ども一人一人の良さや可能性を見つけまたそれらを引き

出し、伸ばすことである。子どもたちが自主的に行動できるように、夢を育む

感動体験や仕掛けをつくっていきたい。 

○  子どもと関わる上で、どんな小さなことでも分かってあげようとする姿勢を大

切にしていきたいと講義を通して考えることができた。 

○  自分は初めて小学校の授業を参観して、子どもたちの反応を知ることがで

き、貴重な体験であった。子どもが楽しめる内容を組み込んでいたところを是

非参考にしたい。 

○  作業や活動をさせる時間は子どもたちの興味・関心を高めることにつながる

が、子どもの実態を良く把握し、担任と連携して授業を展開することが大切

である。 
 
 
 

【研修のまとめ】 

 本日の講義、演習等の内容を踏まえ、初任者として今後、授業実践や研修等に臨むにあたり、以下のこと

に留意していただきたいと思います。 

○ 学校に通う子どもたちの背景には、保護者や地域の方の思いや願いがある。特に、東日本大震災の影響

が残る相双地区においては、環境の変化によって様々な配慮が必要な場合があることも理解しておくこと。 

○ 養護教諭は、子どもの健康に直接的に関わる学校にとって欠かすことのできない役割を担っている。周りと

のコミュニケーションを図りながら、子どもの健康はもちろん、自身を含む教職員の健康にも目を配る。 

○ 健康観察をはじめ、学校で日常的に行っていることの意義・目的を明確にするとともに、教職員全体で共有

することができるように積極的に働きかける。 

○ 健康相談の際にはチームで対応し、複数の目で客観的に物事を捉えるとともに、支援についての定期的な

評価・見直しを必ず行う。 

 研修の感想
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